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２２ 

第
２
回
附
属
学
校
交
流
集
会

２２ 

第
１６
回
全
大
教
九
州
教
研
交
流
集
会

２２ 

関
東
甲
信
越
地
区
協
議
会
「
学
習
会
」

３３ 

論
壇
「
大
阪
府
立
大
学
と
大
阪
市
立
大
学
の
大
学
統
合

～
都
市
間
競
争
に
打
ち
勝
つ
大
都
市
・
大
阪
の
発
展
に
貢
献
す
る
大

学
」
大
阪
府
大
学
教
職
員
組
合
書
記
長 

上
田 

龍
雄

３３ 

職
場
の
Ｑ
＆
Ａ
⒄ 

承
継
職
員
？
退
職
金
に
つ
い
て

４４ 

単
組
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト

 

金
沢
大
学

　
　

「
現
場
の
実
態
を
踏
ま
え
て
」

 

奈
良
工
業
高
専

　
　

「
２
年
後
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
」

４４ 

わ
た
し
も
ひ
と
こ
と

　

全
大
教
中
央
執
行
委
員
会
は
、
８
月
９
日
に
文
部
科
学

大
臣
あ
て
に
提
出
し
た
要
望
書
に
も
と
づ
い
て
、
９
月
26

日
に
、
２
０
２
０
年
度
概
算
要
求
や
国
立
大
学
等
の
政
策

問
題
に
関
す
る
文
部
科
学
省
会
見
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
鳥
畑
委
員
長
と
北
岡

龍
也
国
立
大
学
法
人
支
援
課
補

佐
が
挨
拶
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

要
望
事
項
に
対
す
る
文
部
科

学
省
か
ら
は
総
括
的
に
以
下
の

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

■ 

２
０
２
０
年
度
概
算
要
求

は
、
国
立
大
学
法
人
運
営
費
交

付
金
に
つ
い
て
対
前
年
度
３
３

０
億
円
増
額
の
１
兆
１
３
０
４

億
円
。
新
評
価
配
分
の
幅
等
は

予
算
編
成
過
程
の
折
衝
で
決
ま

っ
て
い
く
。

■ 

大
学
等
修
学
支
援
の
新
制

度
へ
の
移
行
で
現
在
の
授
業
料

減
免
対
象
者
へ
の
支
援
が
継
続

さ
れ
な
い
部
分
が
生
じ
て
し
ま

う
。予
算
編
成
過
程
の
折
衝
で
、

何
ら
か
の
調
整
を
可
能
と
す
る

よ
う
に
努
力
し
た
い
。

■ 

大
学
院
生
に
つ
い
て
は
、
新

制
度
対
象
と
な
ら
な
い
の
で
、

従
来
ど
お
り
必
要
で
あ
る
と
し

て
予
算
編
成
を
行
う
方
針
で
あ

り
、
影
響
は
生
じ
な
い
。

■ 

運
営
費
交
付
金
全
体
と
し

て
は
、
長
時
間
労
働
の
是
正
、

消
費
税
増
税
へ
の
対
応
、
学
生

支
援
策
、
教
員
の
人
員
確
保
等

に
必
要
と
考
え
て
い
て
、
そ
の

確
保
に
努
め
た
い
。

■ 

一
法
人
複
数
大
学
方
式
で

は
経
営
と
教
学
の
分
離
が
図
ら

れ
る
が
、
経
営
を
担
う
長
を
置

く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
選
択

肢
が
増
え
た
。
こ
の
選
択
肢
を

採
る
か
、
ま
た
そ
こ
で
の
意
向

投
票
を
実
施
す
る
か
、も
含
め
、

各
大
学
の
判
断
を
尊
重
し
、
強

制
す
る
こ
と
は
な
い
。
学
長
選

考
会
議
が
自
ら
の
判
断
を
行
う

こ
と
で
あ
る
。

■ 

教
員
へ
の
年
俸
制
導
入
は

文
科
省
が
大
学
に
強
制
は
行
わ

な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
で

教
員
の
や
る
気
が
出
る
よ
う
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
つ
い
て
工
夫

を
お
願
い
す
る
。

■ 

２
０
１
９
年
度
か
ら
始
ま
っ

た
「
共
通
指
標
に
よ
る
評
価
配

分
」
の
額
と
変
動
幅
は
予
算
編

成
過
程
で
決
ま
っ
て
い
く
。
ど

の
よ
う
な
指
標
が
大
学
に
ふ
さ

わ
し
い
か
に
つ
い
て
意
見
を
聞

き
な
が
ら
折
衝
を
し
て
い
く
。

■ 

若
手
教
員
比
率
は
、
各
大
学

で
年
齢
構
成
を
適
切
に
把
握
し

ふ
さ
わ
し
い
構
成
を
目
指
し
て

ほ
し
い
。
若
手
30
％
の
目
標
は

尊
重
し
て
ほ
し
い
。
若
手
の
雇

用
確
保
・
安
定
と
キ
ャ
リ
ア
パ

ス
の
確
立
は
社
会
的
要
請
な
の

で
、
積
極
的
対
応
を
お
願
い
し

た
い
。

■ 

有
期
雇
用
教
職
員
の
無
期

転
換
は
、
各
法
人
が
人
事
に
つ

い
て
の
自
律
性
の
も
と
で
適
切

に
対
応
を
お
願
い
す
る
。
事
務

連
絡
・
情
報
提
供
等
で
お
願
い

し
て
い
る
と
こ
ろ
。
今
後
と
も

厚
生
労
働
省
と
も
連
携
し
て
取

り
組
む
。

　

質
疑
で
は
、全
大
教
か
ら
は
、

こ
の
ま
ま
で
は
大
学
は
本
当
に

壊
れ
そ
う
で
あ
る
、
現
場
の
状

況
を
リ
ア
ル
に
捉
え
て
迫
力
を

持
っ
て
予
算
編
成
に
臨
ん
で
ほ

し
い
と
強
く
要
望
し
ま
し
た
。

ま
た
、
学
長
選
考
会
議
は
民
主

的
に
構
成
さ
れ
て
い
る
と
は
言

え
な
い
こ
と
、
修
学
支
援
に
つ

い
て
は
従
来
支
援
さ
れ
て
い
た

学
生
へ
の
継
続
は
絶
対
必
要
で

あ
り
財
政
的
支
援
が
可
能
な
獲

得
を
強
く
要
望
す
る
等
、
要
望

書
に
記
し
た
事
項
を
あ
ら
た
め

て
具
体
的
に
強
く
要
望
し
ま
し

た
。

　

全
大
教
か
ら
の
出
席
は
、
鳥

　

全
大
教
中
央
執
行
委
員
会
は
9
月
25
日
に
文

科
省
会
見
（
高
専
枠
）
を
実
施
し
、
文
科
省
か

ら
高
等
教
育
局
専
門
教
育
課
の
星
課
長
補
佐
と

同
課
高
等
専
門
学
校
係
の
柳
瀬
係
長
、
全
大
教

か
ら
は
岡
本
副
委
員
長
（
高
専
協
議
会
議
長
）、

本
多
中
央
執
行
委
員
（
高
専
協
議
会
事
務
局

長
）、
長
山
副
委
員
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

会
見
は
主
に
２
０
２
０
年
度

国
立
高
専
機
構
の
概
算
要
求
に

つ
い
て
行
わ
れ
、
会
見
で
明
ら

か
に
な
っ
た
ポ
イ
ン
ト
は
、
以

下
の
通
り
で
す
。

■ 

要
求
額
総
額
は
６
６
７
億

円
で
、
２
０
１
９
年
度
予
算
額

に
対
し
41
億
円
増
額
要
求

■ 

「
基
礎
的
な
運
営
費
交
付

金
」
の
中
で
各
高
専
が
有
す
る

強
み
・
特
色
を
こ
れ
ま
で
以
上

に
充
実
・
強
化
す
る
こ
と
を
目

的
に
「
校
長
裁
量
経
費
」
を
新

設
し
要
求
す
る
（
７
億
円
）

■ 

特
別
教
育
研
究
経
費
と
し

て
は
「
高
等
専
門
学
校
の
高
度

化
」、「
日
本
型
高
専
教
育
制
度

の
海
外
展
開
と
国
際
化
の
一
体

的
推
進
」、「
技
術
者
育
成
の
基

盤
と
な
る
学
修
環
境
の
整
備
」

の
3
つ
を
大
き
な
柱
と
し
て
63

億
円
要
求
し
、
そ
の
中
で
主
な

も
の
と
し
て
は
、
高
専
発

「Society

５
・
０
型
未
来
技

術
人
材
」
育
成
事
業
と
し
て
12

億
円
、
基
盤
的
設
備
の
整
備
と

し
て
31
億
円
を
要
求

　

昨
年
度
の
概
算
要
求
で
運
営

畑
委
員
長
、
水
谷
、
笹
倉
、
長

山
副
委
員
長
、
永
井
書
記
長
ら

10
人
、
文
科
省
の
対
応
は
、
国

立
大
学
法
人
支
援
課
の
北
岡
補

佐
は
じ
め
７
人
で
し
た
。

　

  （
副
委
員
長　

長
山 

泰
秀
）

費
交
付
金
に
係
る
効
率
化
係
数

の
廃
止
を
要
求
し
た
が
、
実
現

し
な
か
っ
た
の
で
効
率
化
係
数

に
よ
り
基
礎
的
な
運
営
費
交
付

金
は
約
４
・
５
億
円
の
削
減
と

な
る
が
、
新
た
な
取
り
組
み
と

し
て
、
運
営
費
交
付
金
算
定
ル

ー
ル
の
中
に
あ
る「
政
策
係
数
」

と
し
て
「
校
長
裁
量
経
費
（
７

億
円
）」を
要
求
す
る
と
い
う
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

特
別
教
育
研
究
経
費
と
し

て
、
高
専
発
「Society

５
・

０
型
未
来
技
術
人
材
」
育
成
事

業
等
の
要
求
を
行
っ
て
い
る

が
、
な
る
べ
く
人
件
費
と
し
て

活
用
で
き
る
予
算
要
求
を
行

い
、
高
専
の
厳
し
い
状
況
を
支

援
で
き
る
要
求
を
行
う
と
い
う

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
年
度
か
ら
始
ま
る

高
等
教
育
の
修
学
支
援
新
制
度

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
制
度
で
あ

れ
ば
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
出

来
た
が
、
新
制
度
に
よ
っ
て
支

援
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
可
能

性
が
あ
る
学
生
の
人
数
は
国
立

高
専
全
体
と
し
て
１
３
０
０
人

程
度
の
試
算
で
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
文
科
省
と
し
て
、

現
在
支
援
を
受
け
て
い
る
学
生

が
、
来
年
度
か
ら
全
く
支
援
が

な
い
と
い
う
状
況
に
な
ら
な
い

よ
う
財
務
当
局
等
と
折
衝
を
し

て
い
く
予
定
で
あ
る
と
い
う
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。（
高
専
協
議

会
事
務
局
長　

本
多 

将
和
）

要望書を手渡す鳥畑与一

中央執行委員長（写真左）

（写真左から）本多高専協議会事務局長、岡本高専協議会議長

人件費として活用できる予算要求を中心に！ 基
礎
的
な
運
営
費
交
付
金
を
増
額
要
求
！


